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●国の補助金をうまく活用する手堅さがある。そのため市の普通預金と
言える「財政調整基金」が比較的潤沢。新型コロナ禍ではスピーディー
に対応できた点はある程度評価できる。
●一方で、新発田市独自の思い切った投資的政策はほとんど見られない。
このままでは地域経済はじわじわと衰退する一方。もはや衰退しつつあ
る。「茹でガエル」と言う比喩表現は新発田にピッタリ。
●例えば、私が 10 年前から提案していた「サテライトオフィス」もよ
うやく旧天王小学校に先月開業したばかり。せめてあと 5 年早ければトッ
プランナーの一角を担えていたのでないか。
●国の施策をちょっとだけ先回りして自身の実績にしてしまうのがとて
も上手い。アピールする小中学校エアコン設置などは良い例。反面それ
が凶と出たのが 3 期目の目玉「保育料無償化」の公約違反。
●経済対策などで「新発田は羨ましい」と周辺市町村が言うが着手のス
ピードは評価できる。と言うより他市町村の首長が公務員出身だから公
金投入へ腹を括るのが遅いだけのこと。

市民には見えにくい地方議会ですが、意外に
も色々なことをやっています。
特に議会運営委員長任期中には念願だった議
会改革と広報広聴に着手できて感無量です。
その任を与えてくれた、令和会の所属議員や
全議員にはとても感謝しています。
※詳しい説明は随時 SNS や動画で配信していきます。

◇◇◇◇◇

総務常任委員長〔2017 ～ 2019 年〕
■ 独自の論点整理表を作り意見の集約を進め
ました
■ 強固な反発を押しのけてイオン SS での「期
日前投票所」開設を実現！
■ 蔵春閣の移築場所の候補地調整を行い東公
園での移築で意見集約を実現
■ 上中山豚舎問題を重点審査項目に取り上げ
条例制定も視野に調査研究を実施

議会運営委員長〔2019 ～ 2021 年〕
■ 反対や少数意見も尊重した議事進行を心が
けました
■ コロナ禍で通常の定例会 4 回以外に毎月の
ように開催された臨時議会を運営
■ 議会報の一般質問で動画リンクを貼り付け
手に取ってもらえる内容に変更
■ 広報広聴機能刷新の目玉として「議会報」
をカラー化し文字数を大幅に減らしデザイン
を全面リニューアル
■ 議会報の巻頭特集を毎回取材編集し愛称と
キャラクターを一般公募して市民参加を促す
環境作り
■ 議会報告会を動画配信化し『マニフェスト
大賞』で地域ノミネートされました

決算特別委員長〔2022 年〕
■ コロナ禍で膨張した決算を事前に仕分けし
誰にでも解りやすい進行を編み出しました
■ 決算から予算に生かす仕組み作りを構築し
史上初となる『政策提言』へ結びつけました

◇◇◇◇◇

その他議員としての主な活動
■ 給食の給食アレルギー対応に関して請願提
出を行いその後大きく対策が前進しました
■ 「本会議のオンライン開催」に関して国に対
する意見書を県内で初めて提出しました

◇◇◇◇◇

昨年の会派離脱の理由は？
■ 私の一般質問に対して「品位」を理由に内
容を変更するよう圧力を掛けた議長に対し不
信任案を上程（否決）
■ 自由で制約のない議員活動を求め所属会派
を離脱し無所属の議員となりました

● 1、2 期目の公約で新発田市の公務員の総人件費の削減を掲げていた
二階堂市長。広域合併により人員は自然と減少したのであって何かをし
たわけではない。
●業務のやり方が昔のまま変わらないため、職員のムダな負担が増えて
いる。紙とハンコ中心の生産性の低い事務業務を抜本的に見直すべき。
部署単位でノーコードアプリの活用を。
●専門担当者として CIO（最高情報統括官）を任命し IT 化を推進。全庁
的な DX 化を推進して人にしかできない市民の声を聞くなどの業務に時
間を当てよう。
●職員のマルチワーク化を進め、正規雇用を増やす。特に非正規公務員
は働きに見合った正当な給料を。

● 2017 年に発生した中学生のいじめ自殺に関する裁判。私の質問に対
し裁判所からの和解勧告を拒否したのは市長の指示だと認めた。謝罪と
再発防止を早期に実行すべき。成人となった加害生徒らの心の重しを解
放できる。ご遺族への誠意ある対応を望む。
●私立保育園に対する市独自の「特別委託料」見直し問題はあまりにひ
どい話。早急な定員増を求められて血の滲むような努力をした民間施設
に対して平気でハシゴを外すのは如何なものか。
●第三セクター「紫雲の郷」はフグの養殖失敗により経営が悪化し泥沼
状態。早期にコンセッション方式などで民間に運営を移譲すべきと考え
る。新潟空港から最も近い温泉＆リゾート施設でありながら収益を生み
出す組織にはほど遠い。
●「蔵春閣」は無償で譲渡されたものの活用法は今頃考えている有様。
市長のアキレス腱なので選挙前にはプラン発表するでしょうが、付帯設
備で 2 億円もの初期投資と維持管理費用は今後も発生する。街に人を呼
び込み活性化や観光につながる有効なアイデアを。このままでは事実上
の閉館となった旧県知事公舎の二の舞となる。
●市民から設置要望の出ている「ミュージアム」。博物館や美術館は補
助金が乏しいがシビックプライドの醸成は目先のお金で買えるものでな
い。ふるさと納税の使途メニューにするなど特養二の丸移転後の新発田
城址公園再生の起爆剤にすべき。
●世論の高まりで宣言した脱炭素都市。ESG に案外無頓着な市長。再三
提案した小水力発電は民間任せで実績だけは自分のものに。建て替えで
蘇る筈の紫雲寺風力の株式はさっさと売却。私が提案した防犯灯の面的
LED 化はせず故障の度に個別交換のムダが発生。
●小学校統合とに合わせての整備方針だった公共交通。私が提案した「通
学＆生活」分離方式に方針変更されハーフデマンド方式で運行開始。今
後は循環路線での利便性向上や、自家用有償旅客運送や福祉送迎と統合
した地域交通システムを目指すべき。
●私の議会質問に対し 3 期目の市長選挙で旧統一教会から電話かけスタッフ
のボランティア受入を認めた。イベントでの来賓出席もあり結果的に広告塔
に利用された。しかし被害者救済のための窓口設置の考えは無いと答弁。

蓋をしてはいけない案件。市民は最後まで見届けよう。

二階堂市政の３期１２年間を検証。私の採点ではビミョーな６８点！
市長選では全市的な争点にはなりませんが小柳はじめが独自の視点で問題提起！

他市と比べ財政的には悪くはない。
全体的にそつのない印象だが…

市役所業務のDX化がポイント。
人件費の圧縮はどうなった？

小柳はじめ通信
政治活動ジャーナル
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議員活動報告
最近の主な活動・成果

総
務
常
任
委
員
会

関
係
団
体
懇
談
会
を
開
催

「
蔵
春
閣
」
移
築

工
事
現
場
を
視
察

?
?



新
発
田
市
長
選
挙
が
11
月
13
日
に
告
示
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
今
一
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
と
考
え
た
い
、

新
発
田
の

今
と
未
来
の
こ
と
。
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農
業
に
は

の
び
し
ろ
し
か
な
い

―
―
現
在
の
新
発
田
市
は
、
ど
ん
な
こ

と
が
課
題
で
す
か
？

　

最
も
大
き
な
問
題
は
人
口
と
雇
用
で

す
。
日
本
中
ど
こ
で
も
少
子
高
齢
化
で

人
口
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

市
町
村
の
努
力
と
工
夫
に
よ
っ
て
移
住

や
Ｕ
タ
ー
ン
の
人
口
を
増
や
す
こ
と
は

可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
原
因
を
ひ
も
解
く
と
、

新
発
田
市
の
場
合
は
進
学
な
ど
に
よ
り

市
外
や
県
外
に
出
た
ま
ま
戻
ら
な
い
若

い
女
性
が
多
い
ん
で
す
。
男
性
は
家
業

を
継
ぐ
た
め
に
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
人
も
一
定

数
い
ま
す
が
、
若
い
女
性
が
や
り
た
い

と
思
え
る
仕
事
が
少
な
い
と
い
う
根
本

的
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

―
―
新
発
田
は
食
品
工
場
や
建
設
業
が

多
い
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
大
事
な
産
業
で
す

が
、
私
は
農
業
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト

な
ど
の
施
設
園
芸
は
、
若
い
人
に
は
面

白
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
は
ス

マ
ー
ト
農
業
も
普
及
し
て
い
ま
す
。
経

験
が
な
く
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
。

た
だ
施
設
園
芸
は
設
備
投
資
が
大
き
い

の
で
、
市
の
サ
ポ
ー
ト
も
重
要
で
す
。

　

中
山
間
地
で
六
次
化
を
前
提
と
し
た

果
樹
栽
培
や
魚
の
養
殖
や
太
陽
光
発
電

な
ど
と
組
み
合
わ
せ
る
「
農
業
＋
α
」
も

お
も
し
ろ
い
。
環
境
を
整
え
れ
ば
若
い

就
農
者
な
ら
果
敢
に
挑
戦
で
き
る
は
ず

で
す
。

　

も
う
一
つ
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
動

画
編
集
と
い
っ
た
職
業
は
、
農
家
の
Ｐ
Ｒ

や
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
仕
事
に
活
路
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
や
ゲ
ー
ム
ク
リ

エ
ー
タ
ー
な
ど
就
業
場
所
を
問
わ
な
い

仕
事
も
幅
広
く
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
通

信
安
定
性
の
高
い
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
整

備
す
べ
き
。
そ
れ
を
産
業
集
積
拠
点
の

シ
ン
ボ
ル
と
す
れ
ば
、
地
方
に
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
持
ち
た
い
首
都
圏
の

企
業
に
強
力
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。
地

域
の
雇
用
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

鶴
岡
を
見
習
え

―
―
そ
こ
に
新
発
田
の
お
い
し
い
も
の

や
温
泉
が
あ
る
と
分
か
れ
ば
、
さ
ら
に

魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
そ
う
で
す
。
他

に
は
ど
ん
な
産
業
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
か
。

　

山
形
県
に
は
慶
應
義
塾
大
学
の
研
究

所
を
誘
致
し
た
「
鶴
岡
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
」
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。
あ
れ
は
大

い
に
見
習
う
べ
き
。
企
業
誘
致
と
い
う

と
工
場
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
も
っ
と
思
い
切
っ
た
最
先
端

研
究
に
取
り
組
む
企
業
や
研
究
所
を
誘

致
し
た
方
が
い
い
。
迎
え
入
れ
る
市
民

も
良
い
刺
激
を
受
け
る
で
し
ょ
う
。

―
―
人
に
来
て
も
ら
う
に
は
暮
ら
し
や

す
さ
も
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
考
え
る
の
は
「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
農
場
付
き
の
借
家

で
す
。
空
き
家
を
活
用
し
て
家
庭
菜
園

く
ら
い
の
畑
を
付
け
た
住
ま
い
を
用
意

し
て
、
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
。
移
住

あ
る
い
は
都
市
と
地
方
の
二
拠
点
生
活

を
考
え
る
人
の
受
け
皿
に
な
り
ま
す
。

　

進
学
を
機
に
新
発
田
を
出
た
人
へ
の

情
報
発
信
も
や
っ
て
は
い
ま
す
が
、
内
容

が
役
所
的
。
も
っ
と
改
善
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
定
期
的
に
新
発
田
に
足
を
運

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
同
窓
会
の
補

助
金
を
出
す
の
も
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を

―
―
経
済
面
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

経
済
を
活
性
化
す
る
に
は
「
入
る
お

金
は
増
や
し
、
出
る
お
金
は
減
ら
す
」

が
原
則
。
新
発
田
市
は
食
料
自
給
率
が

非
常
に
高
い
一
方
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

は
非
常
に
低
く
、
市
か
ら
た
く
さ
ん
の

お
金
が
流
出
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
紫

雲
寺
の
第
三
セ
ク
タ
ー
だ
っ
た
風
力
発

電
会
社
の
株
式
を
売
却
し
た
の
は
、
は
っ

き
り
言
っ
て
大
失
策
。
脱
炭
素
の
世
界

的
な
流
れ
に
乗
っ
て
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
都

市
宣
言
」
を
し
た
矢
先
だ
と
い
う
の
に
。

非
常
に
矛
盾
し
て
い
ま
す
。

　

新
発
田
な
ら
風
力
、
水
力
、
太
陽
光

発
電
が
有
力
で
す
。
た
と
え
ば
小
規
模

な
発
電
事
業
を
立
ち
上
げ
、
発
電
し
た

電
気
を
市
が
買
い
取
り
、
市
内
の
公
共

施
設
や
学
校
で
使
う
。
そ
う
す
れ
ば
電

力
会
社
に
支
払
う
お
金
を
カ
ッ
ト
し
て
、

地
域
の
中
で
お
金
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
は
そ
も
そ
も

発
電
設
備
を
作
る
お
金
は
ど
う
す
る
か

と
い
え
ば
、
私
な
ら
市
民
か
ら
出
資
を

募
り
「
市
民
フ
ァ
ン
ド
」
を
作
り
ま
す
。

事
業
が
う
ま
く
い
け
ば
配
当
が
つ
く
可

能
性
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
自
分
達
が
使

う
電
気
を
自
分
達
で
作
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
」
が
私
の
提
案
で
す
。

―
―
お
金
を
回
す
方
法
は
あ
り
ま
す
か
。

　

市
内
で
生
み
出
し
た
お
金
を
市
外
に

流
出
し
な
い
た
め
に
地
域
通
貨
の
導
入

を
考
え
て
い
ま
す
。
過
去
に
何
度
か
議

会
で
提
案
し
ま
し
た
が
毎
度
ス
ル
ー
で

す
。
お
金
を
生
み
出
す
の
が
食
糧
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ら
経
済
の
循
環
は
通
貨
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
に
は
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
が
重
要
と
い
い
ま
す
が
、
住
民
福

祉
の
向
上
や
地
域
交
通
に
も
使
え
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
謝
礼
に
使
え
ば
市

民
協
働
促
進
の
重
要
な
ア
イ
テ
ム
と
な

り
ま
す
。

和
解
と
謝
罪
を

今
す
ぐ
に

―
―
子
育
て
や
教
育
は
ど
う
で
す
か
？

　

小
学
校
の
統
廃
合
に
よ
り
複
式
学
級

は
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
整
備
は
大
き
な

課
題
で
す
。
国
の
補
助
金
が
出
る
の
は
、

小
学
生
で
片
道
４
㎞
以
上
、
中
学
生
で

片
道
６
㎞
以
上
。
あ
ま
り
現
実
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
小
学
生
は
片
道
２

㎞
が
限
界
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
国
の

補
助
金
を
待
っ
て
い
て
も
埒
が
あ
か
な

い
。
新
発
田
市
で
は
冬
季
の
み
片
道
２
．

５
㎞
以
上
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
整
備
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
と
思

い
ま
す
。

　

給
食
費
に
も
課
題
が
あ
り
ま
す
。
新

発
田
市
は
第
３
子
以
降
を
給
食
費
無
償

と
し
て
い
ま
す
が
、
実
は
３
人
以
上
が

同
時
に
義
務
教
育
に
い
る
こ
と
が
条
件
。

看
板
と
中
身
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
す
ぎ

る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？ 

恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
対
象
も
期
間
も
非
常
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
に
新
発
田
市
内
の
当
時

中
学
２
年
生
の
男
子
生
徒
が
い
じ
め
を

受
け
て
自
殺
し
た
問
題
も
決
着
が
つ
い

て
い
ま
せ
ん
。
ご
両
親
が
市
に
対
し
て

損
害
賠
償
な
ど
を
求
め
て
裁
判
を
起
こ

し
て
い
ま
す
。
い
じ
め
に
あ
た
る
行
為

が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
一
方
で
、
加
害

生
徒
の
情
報
を
知
り
た
い
と
い
う
ご
遺

族
の
訴
え
を
、
市
長
は
拒
否
し
続
け
て

い
る
。
こ
れ
は
即
刻
和
解
す
べ
き
で
す
。

加
害
者
も
そ
ろ
そ
ろ
二
十
歳
に
な
る
頃
。

い
つ
ま
で
も
裁
判
が
続
い
て
ど
ん
な
心

境
で
し
ょ
う
か
。
す
ぐ
に
裁
判
所
の
指

導
の
も
と
で
情
報
を
開
示
し
、
ご
遺
族

の
気
持
ち
に
誠
実
に
応
え
る
べ
き
。
そ

し
て
再
発
防
止
策
を
講
じ
る
べ
き
で
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
議
会
で
問
い
続
け
ま

す
。

教
育
委
員
会
は

再
構
築
を

―
―
他
に
も
教
育
現
場
の
課
題
は
あ
り

ま
す
か
。

　

新
発
田
市
は
小
学
校
高
学
年
頃
に
な

る
と
学
力
の
低
下
が
見
ら
れ
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
他
の
地
域
が
伸
び

て
い
る
影
響
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
改
善

す
る
に
は
幼
児
教
育
を
充
実
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。
具
体
的
に
は
語
彙
力
を
つ

け
る
た
め
に
２
～
３
歳
頃
か
ら
読
み
聞

か
せ
に
触
れ
る
こ
と
。
市
が
専
門
の
人

材
を
雇
っ
て
育
成
し
、
保
育
園
や
こ
ど

も
園
に
派
遣
す
る
し
く
み
を
作
れ
ば
良

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
幼
児
期
か
ら

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
も
。
こ
れ
は

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
知
識
を
つ
け
る
と

い
う
よ
り
、
論
理
的
思
考
を
養
う
こ
と

が
目
的
。
遊
び
の
一
環
で
や
る
の
で
す
。

　

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
（
弁
護
士
）
の

配
置
も
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
提
言
し
て
い

ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
や
解
決
は
も

ち
ろ
ん
、
現
場
の
先
生
の
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
で
教
育
の
質
を
高
め
ま
す
。

　

現
在
は
、
大
人
向
け
の
生
涯
学
習
や

コ
ン
サ
ー
ト
、
図
書
館
や
文
化
財
管
理

な
ど
も
教
育
委
員
会
の
管
轄
。
私
は
こ

れ
に
も
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。
文
化
や

ス
ポ
ー
ツ
は
街
を
活
性
化
す
る
重
要
な

ツ
ー
ル
。
教
育
で
は
な
く
産
業
や
観
光

と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
柔
軟
な
ア
イ
デ

ア
や
活
気
の
あ
る
活
動
が
生
ま
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
教
育
委
員
会

は
学
校
教
育
に
の
み
専
念
す
る
こ
と
で

本
来
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ま
す
。

藤塚浜には県下でも古い 500kw 風車が 4基、
胎内市は 2Mkwの大型風車 10 基が続く

プログラミングで様々なミッ
ションのクリアを目指し夢中
になる子どもたち

400 名以上の研究職の新規雇用を生み出
した鶴岡市先端研究産業支援センター

若者や女性の新規就農で人気の高いイ
チゴのハウス栽培は施設園芸の救世主

聞き手：Kyoko


